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【
美
装
を
美
思
へ
】

　

弊
社
は
、
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
と
し
て
、
官
公

庁
や
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
、
鉄
道
関
連
の
施
設
に
お
い
て
、「
清
掃
・

設
備
・
警
備
・
受
付
」
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
介
護

事
業
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
で
は
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
も
取

り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
は
令
和
二
年
度
の
大
阪
府

ハ
ー
ト
フ
ル
企
業
顕
彰
に
て「
大
賞
」の
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
九
年
の
創
業
以
来
「
モ
ノ
を
大
切
に
す
る
、
人

を
思
い
や
る
心
」
を
経
営
理
念
と
し
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

や
介
護
支
援
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
仕
事
は
人
が
行
い
、
ど

ん
な
に
す
ぐ
れ
た
技
術
が
開
発
さ
れ
て
も
、
そ
こ
に
扱
う
人

の
心
が
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
い
サ
ー
ビ
ス
は
生
ま
れ
な
い

と
し
て
、
弊
社
で
は
、「
美
し
い
空
間
は
人
の
思
い
で
創
造
さ

れ
る
」＝
美
思
（
び
そ
う
）
を
心
が
け
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

【
十
の
約
束
】

　
「
十
の
約
束
」
と
は
、
弊
社
が
創
業
時
に
、
仕
事
を
す
る
上

で
大
切
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
を
、
十
項
目
の
約
束

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
、
創
業
か
ら
六
十
七
年
経
っ
て
も

色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
現
在
で
も
全
職
員
に
受
け
継
が
れ
、

朝
礼
で
唱
和
を
し
て
い
ま
す
。

・
先
づ
心
身
の
健
康
と
安
全
第
一
に
努
め
ま
し
ょ
う

　

職
員
の
心
身
の
健
康
と
作
業
の
安
全
は
、
す
べ
て
に
優
先

し
ま
す
。
最
近
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

・
控
室
は
み
ん
な
で
気
持
よ
く
つ
か
い
ま
し
ょ
う

　

二
〇
一
八
年
サ
ッ
カ
ー
W
杯
ロ
シ
ア
大
会
で
敗
れ
た
日
本

代
表
が
帰
国
の
途
に
つ
く
際
に
、
控
室
を
塵
ひ
と
つ
な
く
片

付
け
て
世
界
か
ら
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
行
い
を

自
然
に
で
き
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
タ
バ
コ
は
必
ず
所
定
の
場
所
で
吸
い
ま
し
ょ
う

　

健
康
増
進
法
の
改
正
で
、
ま
す
ま
す
タ
バ
コ
が
吸
え
る
場

所
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
喫
煙
は
、個
人
的
な
嗜
好
で
あ
っ

て
も
マ
ナ
ー
の
遵
守
、
他
者
へ
の
気
遣
い
は
大
切
で
す
。

・
こ
と
ば
態
度
は
明
る
く
て
い
ね
い
に
し
ま
し
ょ
う

　
「
笑
顔
に
勝
る
化
粧
無
し
」
と
い

い
ま
す
。
口
角
を
上
げ
て
笑
顔
で

仕
事
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
服
装
は
清
潔
に
正
し
く
き
っ
ち

り
し
ま
し
ょ
う

　

服
装
の
乱
れ
は
、
仕
事
の
乱
れ
。

意
外
と
人
は
見
か
け
に
よ
る
も
の

で
す
。

・
動
作
は
す
ば
や
く
き
ま
り
よ
く

し
ま
し
ょ
う

　

ダ
ラ
ダ
ラ
仕
事
は
、〝
倍
〞
疲
れ

て
、〝
半
分
〞
の
成
果
し
か
得
ら
れ

ま
せ
ん
。

・
仕
事
は
誠
実
と
責
任
を
も
っ
て

し
ま
し
ょ
う

　
「
大
切
な
こ
と
は
世
の
中
に
や
ら

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
の
仕
事
を
、
誠
実
に
謙
虚
に
、
そ
し

て
熱
心
に
や
る
こ
と
で
あ
る
。」
経
営
の
神
様
、
松
下
幸
之
助

氏
の
言
葉
を
弊
社
で
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

・
あ
や
ま
ち
手
違
い
は
正
直
に
早
く
報
告
し
ま
し
ょ
う

　
「
過
ち
て
改
め
ざ
る
、
こ
れ
を
過
ち
と
い
う
。（
論
語
）」
過

ち
は
、
素
直
に
認
め
て
、
す
み
や
か
に
改
め
ま
す
。

・
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う

　

一
人
だ
け
の
現
場
で
あ
っ
て
も
お
客
様
や
本
社
と
の
関
わ

り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
人
は
人
と
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

・
工
夫
研
究
に
励
み
教
養
と
技
術
を
髙
め
ま
し
ょ
う

　

自
己
研
鑽
の
や
る
気
ス
イ
ッ
チ
は
、
自
分
で
し
か
O
N
に

で
き
な
い
で
す
。
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
、
将
来
の
可
能

性
を
拡
げ
、
会
社
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

弊
社
は
、
職
員
の
向
上
心
や
先
進
的
な
発
想
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

弊
社
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
モ
ノ
を
大
切
に
す
る
、
人
を
思

い
や
る
心
」の
理
念
の
も
と
、「
十
の
約
束
」を
し
っ
か
り
守
り
、

お
客
様
の
信
頼
と
ご
期
待
に
お
応
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 大
都
美
装
株
式
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社
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八
月
上
旬
、
丹
波
篠
山
ま
で
一
人
で
キ
ャ
ン
プ
に

行
っ
て
き
た
。
日
中
の
暑
さ
が
心
配
だ
っ
た
が
、
木

陰
に
入
る
と
涼
し
く
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。
夜
は

焚
き
火
の
音
と
、
虫
の
声
を
聴
き
な
が
ら
、
ゆ
っ
く

り
と
読
書
を
し
た
。
翌
朝
、
小
鳥
の
声
で
目
覚
め
、

冷
た
い
水
で
顔
を
洗
い
、
静
か
な
山
で
あ
た
た
か
い

朝
日
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、
ぼ
ん
や
り
空
を
眺
め
て

い
た
。

　

四
十
歳
を
過
ぎ
て
や
っ
と
、
大
自
然
の
素
晴
ら
し

さ
と
、
本
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
が
つ
い
た
。

　

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
事
を
体
験
し
た
り
、
学
ぶ

こ
と
は
楽
し
い
。
様
々
な
情
報
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
事
が
点
と
点
が
線
で
繋
が
っ

て
、
わ
か
っ
た
こ
と
が
増
え
、
少
し
ず
つ
視
野
が
広

ま
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　

わ
か
る
こ
と
が
増
え
る
と
、
考
え
方
が
変
わ
り
、

言
動
や
行
動
は
自
然
に
変
わ
っ
て
く
る
。

　

僕
が
深
堀
り
し
て
い
る
の
は
、
歴
史
と
科
学
で
あ

る
が
、
文
学
や
芸
術
、
経
済
や
投
資
、
宗
教
や
人
間

心
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
を
広
く
浅
く
学

ん
で
、
i
P
h
o
n
e
の
メ
モ
に
ま
と
め
て
、
定
期

的
に
見
な
お
し
て
い
る
。

　

知
識
を
得
た
代
わ
り
に
、
辞
め
た
も
の
が
あ
る
。

タ
バ
コ
は
三
年
前
に
や
め
た
。
お
酒
も
ほ
と
ん
ど
飲

ま
な
く
な
っ
た
。
飲
み
す
ぎ
た
翌
朝
の
後
悔
と
体
調

不
良
、
ア
ル
コ
ー
ル
耐
性
が
つ
い
て
徐
々
に
増
え
て

い
く
酒
量
。
こ
の
ま
ま
だ
と
身
体
が
危
な
い
と
思
っ

た
の
で
、抗
酒
剤
を
使
っ
て
強
制
的
に
断
酒
を
し
た
。

飲
酒
欲
求
軽
減
薬
も
試
し
た
が
、
僕
の
場
合
は
、
抗

酒
剤
の
方
が
よ
か
っ
た
。

　

服
用
後
に
飲
酒
す
る
と
、
下
戸
の
人
が
お
酒
を
飲

ん
だ
時
の
よ
う
に
、
吐
き
気
や
顔
面
紅
潮
、
頭
痛
等

の
反
応
が
起
こ
る
ノ
ッ
ク
ビ
ン
と
い
う
薬
で
あ
る
。

　

今
年
か
ら
は
、
一
日
一
食
に
な
っ
た
。
年
齢
と
と

も
に
、
お
腹
周
り
の
ぜ
い
肉
、
夜
中
に
熟
睡
で
き
ず

日
中
の
睡
魔
。
疲
れ
や
す
く
、
な
ん
だ
か
身
体
が
重

い
。
そ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
、
基
本
的
に
は
会
食

な
ど
以
外
は
、
一
日
一
回
夕
食
し
か
食
べ
な
い
こ
と

に
し
た
。
す
る
と
一
ヶ
月
ほ
ど
で
体
重
は
み
る
み
る

減
っ
て
、
体
脂
肪
は
正
常
値
に
。
痛
風
寸
前
の
右
足

の
痛
み
は
改
善
、
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
熟
睡
で
き
て
、

身
体
が
軽
く
な
っ
た
。
空
腹
状
態
を
十
六
時
間
以
上

作
り
出
し
て
、
胃
や
腸
な
ど
の
内
臓
を
休
め
る
と
、

身
体
の
調
子
が
良
く
な
る
と
い
う
の
は
本
当
だ
っ

た
。最
近
は
特
に
肌
や
髪
質
の
改
善
が
顕
著
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
タ
バ
コ
や
お
酒
、
暴
飲
暴
食
、
か

な
り
内
臓
を
痛
め
つ
け
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
親

か
ら
も
ら
っ
た
身
体
を
大
事
に
し
て
、
一
日
一
回
の

食
事
を
あ
り
が
た
く
頂
こ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
た

ま
に
海
や
山
な
ど
の
大
自
然
に
出
か
け
て
、
気
持
ち

の
よ
い
体
験
と
、
本
な
ど
で
先
人
達
の
叡
智
を
学
ぶ

こ
と
で
、
人
生
を
豊
か
に
楽
し
ん
で
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。

一
人
で
楽
し
ん
で
い
る
こ
と

米　

澤　
　

勉

理　

事
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二
〇
二
一
年
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会
は
総
勢
三
十
一
名
の
大

所
帯
で
す
。
我
々
の
今
年
度
の
事
業
は

①
十
一
月
開
催
の
「
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア

＆
ク
リ
ー
ン
E
X
P
O
二
〇
二
一
」
の
視
察
、
研
修

②
災
害
時
の
避
難
所
衛
生
管
理
を
支
援
で
き
る
よ

う
、
災
害
状
況
の
段
階
ご
と
の
手
法
を
確
立
し
、

教
育
資
料
の
作
成
、
実
技
指
導
体
制
を
構
築

の
二
本
柱
で
す
。

　

同
時
に
O
B
M
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
二
〇

二
五
年
大
阪
・
関
西
万
博
の
清
掃
業
務
受
契
に
向
け

た
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
九
九
〇
年
の

「
国
際
花
と
緑
の
博
覧
会
」
受
契
時
に
は
E
X
P
O

‘90
M
A
I
N
T
E
N
A
N
C
E　

S
Y
S
T
E
M

（
E
M
S
）
と
称
し
て
博
覧
会
協
会
と
O
B
M
が
共

同
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

二
〇
二
五
年
の
万
博
に
お
い
て
は
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
A
I
、
ロ
ボ
ッ
ト
化
に
加
え
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
界
に

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
花
博
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を

参
考
に
、Ｏ
Ｂ
Ｍ
独
自
の
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
集
大
成
と
す
る
の
は

勿
論
の
こ
と
、
更
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
た
「
未

来
型
思
考
の
2
0
2
5  

E
X
P
O　

M
A
I
N
T
E-

N
A
N
C
E    

S
Y
S
T
E
M（
2
0
2
5 

E
M
S
）」

を
新
た
に
完
成
さ
せ
た
く
、
部
会
の
皆
様
に
ご
尽
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
作
業
指
導
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
、
指
導
者

か
ら
現
場
ス
タ
ッ

フ
各
々
の
作
業
品

質
基
準
を
明
確
に

し
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
現
を
作
業
方
法

に
取
り
入
れ
、
地

球
規
模
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
実
践
を

現
実
化
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会　

部
会
長　

栄　

孝
清
）　
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ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
部
会
で

　
「
清
掃
現
場
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
」

■SDGs（2030年までに達成すべき17の目標）

■大阪・関西万博　見取図



第
三
回

二
〇
二
一
年
度

９
月
３
日（
金
）　

９
月
３
日（
金
）　

①
入
会
に
つ
い
て

 

・
正
会
員
：
株
式
会
社
ク
レ
デ
ィ
ー

②
委
員
会
・
部
会
委
員
の
変
更
に
つ
い
て

 

・
設
備
保
全
部
会

 

・
環
境
衛
生
委
員
会

①
大
阪
協
会

 

・
7
月
8
日
、
7
月
14
日
に
実
施
さ
れ
た
「
新

　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
受
入
病
院
清
掃
事

　
業
者
研
修
」
の
受
講
会
員
企
業
一
覧
に
関
し

　
て
の
取
扱
い
（
表
現
）
に
つ
い
て

②
全
国
協
会

　
・
第
52
回
実
態
調
査
（
コ
ロ
ナ
影
響
調
査
含
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
締
切
9
月
30
日

　
・
I
P
C
C
（
感
染
予
防
対
策
衛
生
管
理
士
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
講
座
10
月
予
定

　
・
外
国
人
技
能
検
定
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

　
　
端
末
導
入
テ
ス
ト　
10
月
４
日
午
後
予
定

１
．
審
議
事
項

２
．
報
告
事
項

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

理
事
会

●
２
０
２
１
年
度
版
　
全
国
協
会
会
員
名
簿
に
つ
い
て

　
８
月
に
校
正
を
お
願
い
し
ま
し
た
「
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
会
員
名
簿
」
が
完
成
し
ま
し
た

の
で
、
正
会
員
の
皆
さ
ま
へ
全
国
協
会
よ
り
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
&

　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
ー
ン
E
X
P
O 

2
0
2
1
来
場
登
録
開
始
（
ご
案
内
）

　
今
秋
開
催
「
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
&
ク
リ
ー
ン
E
X
P
O
2
0
2
1
」
に
つ
い
て
、
来
場

登
録
の
受
付
を
開
始
致
し
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
対
し
て
は
、
全
国
協
会
か
ら
会
員
宛
直
送
通
知
9

月
10
日
（
金
）
発
送
便
に
て
、
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

１
．
日 

程　
11
月
24
日
（
水
）
〜
26
日
（
金
）

２
．
場 

所　
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西
展
示
棟
3
・
4
ホ
ー
ル

　
　
〒
1
3
5
―
0
0
6
3 

東
京
都
江
東
区
有
明
3
丁
目
11
―
1

３
．
主 

催　
公
益
社
団
法
人 

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
、
一
般
社
団
法
人 

日
本
能
率
協
会

４
．
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

https://w
w
w
.jm
a.or.jp/BM

CL/

５
．
来
場
者
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク　
T
E
L : 

0
3
―
3
4
3
4
―
1
9
8
8　

<bm
hf-cl@

jm
a.or.jp>

近
畿
地
区
本
部
だ
よ
り

●排水管清掃作業監督者（新規）
　11 月 15 日月～ 11 月 18 日木
　於　阪急千里中央ビル
　受付　９月 28 日火～ 10 月４日月

●防除作業監督者（再）
　12 月７日火～ 12 月８日水
　於　阪急千里中央ビル
　受付　10 月 14 日木～ 10 月 20 日水

●排水管清掃作業監督者（再）
　12 月９日木～ 12 月 10 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　10 月 19 日火～ 10 月 25 日月

●貯水槽清掃作業監督者（再）
　12 月 13 日月～ 12 月 14 日火
　12 月 15 日水～ 12 月 16 日木
　於　阪急千里中央ビル
　受付　10 月 21 日木～ 10 月 27 日水

●清掃作業監督者（再）
　12 月 17 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　10 月 27 日水～ 11 月２日火

●防除作業監督者（新規）
　12 月 20 日月～ 12 月 24 日金
　於　阪急千里中央ビル
　受付　10 月 28 日木～ 11 月４日木

（公財）日本建築衛生管理教育センター
　　講習会予定

《教育センターだより》

事務局からのお知らせ

※ 申込期間中、早めにお申し込み下さい。
　 詳細・用紙のダウンロード・お申し込みは
　 公益財団法人日本建築衛生管理教育センターへ。

ホームページ http://www.jahmec.or.jp/
ＴＥＬ 06-6836-6605

大
阪
府
緊
急
事
態
宣
言
中
に
つ
き

開
催
中
止
の
為
、
書
類
送
付

　

北
ア
ル
プ
ス
登
山
の
玄
関
口
の
上
高
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
な

ら
、
大
正
池
越
し
の
焼
岳
と
河
童
橋
か
ら
の
奥
穂
高
連
峰
と
を
必
ず
目

に
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

七
月
末
、某
旅
行
社
主
催
の
「
絶
景
の
宝
庫
上
高
地
二
連
泊
」
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
十
四
人
で
、
J
R
高
山
経
由
で
上
高

地
に
入
り
ま
し
た
。
高
山
か
ら
上
高
地
ま
で
は
バ
ス
で
す
が
、
荷
物
は

ホ
テ
ル
ま
で
運
ん
で
く
れ
る
と
の
こ
と
で
、
大
正
池
ホ
テ
ル
前
で
途
中

下
車
、
ホ
テ
ル
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
と
り
、
翌
日
登
る
焼
岳
を
大
正
池

越
し
に
望
み
、
大
正
池
か
ら
河
童
橋
近
く
の
ホ
テ
ル
ま
で
散
策
を
し
ま

し
た
。

　

添
乗
員
か
ら
「
七
月
に
入
っ
て
か
ら
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
四
十
件
に

も
上
る
」
と
注
意
を
受
け
た
通
り
、
ク
マ
目
撃
の
お
知
ら
せ
が
随
所
に

掲
げ
て
あ
り
ま
し
た
。
添
乗
員
に
「
焼
岳
へ
登
山
す
る
人
は
、
何
人
い

る
の
か
？
」
と
尋
ね
る
も
誰
も
い
な
い
と
の
こ
と
で
、
単
独
登
山
を
覚

悟
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
朝
、
五
時
過
ぎ
に
起
き
る
も
残
念
な
が
ら
雨
。
小
雨
に
な

る
の
を
待
っ
て
六
時
に
ホ
テ
ル
を
後
に
し
、
い
ざ
焼
岳
へ
。
ク
マ
に
注

意
と
の
こ
と
で
、
鈴
以
外
に
、
一
万
円
も
す
る
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
を

携
行
。
勿
論
、
万
一
に
備
え
て
山
岳
保
険
に
は
加
入
済
み
で
す
。
五
分

程
し
て
西
穂
高
岳
へ
の
登
山
口
に
着
き
、
こ
こ
で
本
日
の
登
山
計
画
書

（
た
し
ろ
橋
〜
焼
岳
登
山
口
〜
焼
岳
小
屋
〜
焼
岳
北
峰
〜
新
の
湯
能
温
泉

〜
中
の
湯
バ
ス
停
〜
上
高
地
）
を
提
出
。
焼
岳
登
山
口
は
ま
だ
こ
の
先

で
す
、
も
う
暫
く
舗
装
道
を
行
く
と
、
門
扉
の
あ
る
場
所
に
到
着
。
管

理
道
路
で
す
が
登
山
者
は
通
行
可
と
の
こ
と
で
、
樹
林
地
帯
を
行
き
ま

す
。
前
後
に
登
山
者
は
一
人
も
お
ら
ず
、
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に

焼
岳
登
山
口
に
。
焼
岳
は
北
ア
ル
プ
ス
唯
一
の
活
火
山
で
、
噴
火
予
報

で
は
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
、
活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
注
意
、
で
す
の
で

入
山
は
可
で
し
た
。

　

然
し
、
二
〇
一
四
年
九
月
木
曽
の
御
嶽
山
で
登
山
者
五
十
八
人
死
亡
、

行
方
不
明
五
人
、
負
傷
者
六
十
一
人
と
い
う
戦
後
最
大
の
火
山
災
害
が

あ
り
ま
し
た
が
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
１
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
突
如
噴

火
し
た
こ
と
が
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
た
の
で
、
焼
岳
も
突
如
噴
火
す

る
こ
と
も
あ
り
か
な
と
思
い
つ
つ
足
を
進
め
ま
す
。
一
時
間
程
緩
や
か

な
樹
林
地
帯
を
登
っ
て
い
く
途
中
、
二
十
代
の
女
性
二
人
に
追
い
越
さ

れ
、「
何
処
か
ら
来
た
の
か
？
」
と
尋
ね
る
と
「
明
神
館
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
て
、
休
み
な
の
で
焼
岳
へ
登
る
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
単
独
登
山
の
中
年
女
性
二
人
に
も
追
い
抜
か
れ
、
追
い
抜

い
た
の
は
、
名
古
屋
か
ら
夜
行
バ
ス
で
来
た
六
十
過
ぎ
の
男
性
の
み
で

し
た
。

　

一
時
間
ほ
ど
し
て
、
樹
林
地
帯
を
抜
け
る
と
視
界
が
開
け
、
遥
か
眼

下
に
は
大
正
池
と
大
正
池
ホ
テ
ル
が
望
め
ま
し
た
。

　

小
さ
な
ハ
シ
ゴ
や
、
足
場
確
保
の
た
め
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
ハ
シ
ゴ
の

橋
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
崖
を
超
え
た
後
は
、
今
回
の
登
山
で
一

番
危
険
と
言
わ
れ
る
三
ｍ
の
ア
ル
ミ
製
の
ハ
シ
ゴ
を
ほ
ぼ
垂
直
に
三
連

繋
い
だ
箇
所
（
地
図
に
ハ
シ
ゴ
路
肩
注
意
と
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
）
を

恐
る
恐
る
登
る
と
、
直
ぐ
に
鎖
を
つ
か
ん
で
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

岩
盤
。
何
と
か
無
事
に
通
過
。
九
時
前
に
焼
岳
唯
一
の
焼
岳
小
屋
に
着

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
小
休
止
と
ト
イ
レ
。
名
古
屋
か
ら
の
登
山
者
は
、

疲
れ
た
の
で
引
き
返
す
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ト
イ
レ
は
百
円
の
チ
ッ
プ
制
・
汲
み
取
り
式
で
ア
サ
ガ
オ
型
の
便
器

を
久
し
ぶ
り
に
見
ま
し
た
。

　

こ
こ
は
西
穂
高
か
ら
の
合
流
点
で
、
一
九
〇
〇
年
の
噴
火
で
以
前
の

山
小
屋
が
壊
れ
た
の
で
、
移
転
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
二
十
五
人
は

宿
泊
可
能
で
す
。

　

小
休
止
後
、
焼
岳
の
全
体
が
眺
望
で
き
る
小
高
い
場
所
へ
上
が
る
も
、

あ
い
に
く
の
雨
で
頂
上
付
近
は
雲
の
中
。
上
っ
た
も
の
の
一
旦
く
だ
り
、

火
山
ガ
ス
注
意
と
い
う
鞍
部
を
足
早
に
通
過
。
直
ぐ
岩
だ
ら
け
の
斜
面

を
白
〇
や
↓
を
目
印
に
慎
重
に
上
っ
て
い
き
ま
す
。
途
中
雨
が
激
し
く

な
り
、
上
下
の
雨
具
を
着
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

登
っ
て
い
る
途
中
で
ソ
ロ
登
山
の
高
校
生
と
二
人
づ
れ
の
登
山
者
二

組
に
会
い
ま
し
た
。

　

頂
上
に
近
づ
く
と
噴
煙
を
出
す
噴
気
孔
が
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
て
慎

重
に
登
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

頂
上
近
く
の
急
斜
面
で
、
追
い
越
さ
れ
た
女
性
二
人
組
と
単
独
登
山

の
女
性
二
人
に
出
会
い
、
登
山
に
慣
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
若
い
だ
け

あ
っ
て
か
な
り
早
い
ペ
ー
ス
と
思
い
ま
し
た
。
四
人
と
も
今
来
た
道
を

戻
る
よ
う
で
し
た
。
今
来
た
登
山
道
を
往
復
す
る
方
が
、
安
心
で
楽
な

の
で
す
が
。

　

新
中
の
湯
登
山
道
と
合
流
し
た
地
点
か
ら
三
十
ｍ
程
の
岩
だ
ら
け
の

難
所
を
登
る
と
頂
上
で
す
が
、
こ
こ
で
も
噴
煙
を
出
し
て
い
る
箇
所
が

あ
り
、
そ
こ
を
避
け
て
登
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

十
一
時
前
に
焼
岳
北
峰
の
頂
上
（
二
九
四
四
・
五
ｍ
）
に
立
っ
た
も

の
の
、
登
山
者
は
ゼ
ロ
。
山
頂
で
登
山
者
ゼ
ロ
は
初
め
て
の
経
験
で
す
。

小
雨
が
降
っ
て
い
た
の
で
、
視
界
は
全
く
効
か
ず
直
ぐ
に
下
山
を
開
始
。

先
ほ
ど
の
女
性
と
は
違
い
、
焼
岳
を
縦
走
す
る
形
の
新
中
の
湯
温
泉
へ

の
登
山
道
を
下
り
ま
す
。
ガ
ス
で
見
え
な
い
南
峰
は
危
険
に
つ
き
立
ち

入
り
禁
止
な
の
で
、
鞍
部
か
ら
歩
き
に
く
い
岩
場
を
三
十
分
程
下
れ
ば
、

漸
く
樹
林
地
帯
に
。「
火
口
よ
り
八
〇
〇
ｍ
以
内
は
危
険
地
域
の
た
め
要

注
意
」と
い
う
場
所
を
抜
け
一
安
心
。雨
も
や
み
太
陽
も
で
て
き
た
の
で
、

木
陰
の
で
き
る
樹
林
地
帯
は
別
世
界
の
よ
う
で
す
。
下
る
途
中
で
会
っ

た
登
山
者
は
四
組
で
十
六
人
。
コ
ロ
ナ
禍
か
か
な
り
少
な
い
よ
う
で
す
。

単
独
登
山
の
場
合
、
途
中
登
山
者
と
会
う
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

殆
ど
下
り
一
方
の
道
を
歩
き
、
新
中
の
湯
温
泉
登
山
口
に
は
十
五
時

前
到
着
。
こ
こ
に
は
駐
車
場
（
十
台
）
が
あ
り
、
四
台
の
自
家
用
車
が

駐
車
し
て
い
ま
し
た
。
自
動
車
の
人
は
同
じ
ル
ー
ト
を
往
復
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
か
ら
中
の
湯
バ
ス
停
ま
で
は
自
動
車
道
を
約
三
キ
ロ
。
釜
ト
ン

ネ
ル
前
の
中
の
湯
バ
ス
停
（
標
高
一
三
四
〇
ｍ
）
に
十
五
時
四
十
分
に

着
き
ま
し
た
。

　

バ
ス
停
前
の
売
店
で
ト
イ
レ
を
借
り
た
ら
「
ト
イ
レ
の
フ
タ
を
閉
め

て
流
し
て
く
だ
さ
い
。
ウ
イ
ル
ス
拡
散
防
止
の
た
め
で
す
」
と
注
意
書

き
が
し
て
あ
り
ま
し
た
。
宿
泊
し
た
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル
、
お
茶
を
し
た

大
正
池
ホ
テ
ル
、
上
高
地
帝
国
ホ
テ
ル
の
ト
イ
レ
に
は
何
ら
表
示
が
し

て
な
か
っ
た
の
に
、
コ
ロ
ナ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
守
っ
て
い
る
売
店
に

は
驚
き
で
す
。

　

中
の
湯
バ
ス
停
十
六
時
十
分
発
の
上
高
地
バ
ス
セ
ン
タ
ー
行
き
の
最

終
バ
ス
に
乗
っ
て
、
全
行
程
約
十
キ
ロ
、
標
高
差
上
り
八
五
〇
ｍ
、
下

り
九
〇
〇
ｍ
の
登
山
は
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

一
年
前
の
月
山
登
山
以
来
の
本
格
的
な
登
山
で
し
た
が
、
ク
マ
に
も

会
わ
ず
、噴
火
も
な
く
無
事
登
山
で
き
た
こ
と
は
、望
外
の
喜
び
で
し
た
。

（
近
鉄
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
O
B
・
O
B
M
元
理
事
）

高

橋

克

昌

■ 

日
本
百
名
山　

焼
岳
ソ
ロ
登
山
記
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会員だより

●会員登録名変更
〔正会員〕

 （2021 年 10 月１日より）

 （2021 年９月１日付）

（新）株式会社ＣＢＳファシリティーズ
（旧）株式会社ＣＢＳ

●入会
〔正会員〕
・株式会社クレディー
　代表取締役　山口　欣宏　様
　〒530-0047 大阪市北区西天満５‒１‒９
　                       大和地所南森町ビル８Ｆ‒３
　ＴＥＬ 06-6948-5862
     ＦＡＸ 06-6948-5492
　　　　　　　　　　　

事務局より お知らせ
●2022年版　
　大阪ビルメンテナンス協会
　会員名簿作成に関するお願い
　
　来年度の会員名簿作成のため、「2021年版
会員名簿」の各社分原稿を近日中にお送り
いたします。変更・訂正・追加等ございま
したら、赤ボールペンでご記入ください。
訂正等ない場合は「訂正なし」とご記入い
ただき、ご返送いただきますようお願いい
たします。提出期限は、10 月８日（金）です。
　なお、会員名簿は 12 月上旬にお届けでき
るよう準備にとりかかりますので、ご協力
よろしくお願いいたします。
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九
月
。
い
ま
だ
暑
さ
は
残
る
も
の
の
、
ほ
ん
の
数

週
間
前
の
溶
か
さ
れ
る
よ
う
な
夏
は
す
で
に
遠
く
、

次
の
季
節
の
訪
れ
を
確
か
に
感
じ
取
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
ん
な
季
節
の
移
り
変
わ
り
は
昔
か
ら
変
わ
ら
な

い
一
方
で
、
我
々
の
社
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
流
行
の
影
響
に
よ
り
僅
か
な
期
間
で
の
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

テ
レ
ワ
ー
ク
増
進
、
マ
ス
ク
着
用
、
三
密
の
回
避
。

以
前
の
生
活
で
は
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
も
の
が

声
高
に
叫
ば
れ
、
新
し
い
生
活
様
式
と
い
う
新
た
な

価
値
観
が
生
ま
れ
出
で
た
昨
年
の
全
国
初
の
緊
急
事

態
宣
言
後―

―

私
が
大
阪
に
居
を
移
し
た
の
は
ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
だ
。

　

通
っ
て
い
た
大
学
こ
そ
大
阪
に
あ
る
が
、
卒
業
後

は
京
都
の
実
家
か
ら
就
職
先
の
滋
賀
に
移
住
し
、
過

ご
す
こ
と
数
年
。
卒
業
以
来
の
大
阪
の
地
と
な
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
以
前
と
の
違
い
を
感
じ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　

道
行
く
人
々
は
ま
ば
ら
、
複
数
人
連
れ
立
っ
て
い

て
も
口
数
は
少
な
く
、
店
先
の
掲
示
は
感
染
に
関
す

る
注
意
書
き
が
埋
め
尽
く
す
。
そ
れ
が
、
一
年
以
上

に
亘
っ
て
続
い
た
こ
と
で
今
や
日
常
と
な
っ
た
「
非

日
常
の
大
阪
」
の
姿
で
あ
り
、
同
時
に
私
に
と
っ
て

の
「
日
常
の
大
阪
」
の
姿
で
あ
る
。

　

さ
て
、
つ
い
先
日
の
事
で
あ
る
。

　

休
日
は
数
日
分
の
食
料
の
買
い
だ
め
を
す
る
の
が

常
と
な
っ
て
い
る
が
、
軒
を
連
ね
る
店
舗
の
と
あ
る

店
先
で
ふ
と
足
を
止
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

固
く
閉
じ
ら
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
、
そ
こ
に
貼
り

付
け
ら
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

閉
店
す
る
旨
の
連
絡
と
謝
罪
と
感
謝
の
言
葉
の

数
々
。
入
店
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
つ
い
数
日

前
ま
で
確
か
に
営
業
し
て
い
た
店
舗
の
欠
落
は
、
全

国
的
に
見
れ
ば
そ
う
珍
し
く
も
な
い
の
だ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
唐
突
に
降
っ
て
沸
い
た
「
非
日
常
」
と
言

え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
さ
え
な
け
れ
ば
営
業
が
続
い
て
い
た
な
ら
尚
更

だ
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
情
勢
を
見
る
に
、
そ
こ
に
抱
く
感

情
に
つ
い
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
が
大
多
数
を
占
め

る
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
同
時
に
こ
う
も
思
う
。
コ
ロ
ナ
以
前
の

日
々
に
忙
殺
さ
れ
、
疎
か
に
し
が
ち
だ
っ
た
何
気
な

い
「
日
常
」
を
思
い
返
す
ち
ょ
う
ど
よ
い
機
会
な
の

で
は
な
い
か
と
。

　

そ
ん
な
と
り
と
め
の
な
い
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、

今
日
も
自
分
に
と
っ
て
の
「
日
常
」
を
過
ご
す
の
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｙ
・
Ｓ
）　

「
日
常
」
に
思
い
を
馳
せ
る

申込・問合先：一般社団法人関西環境開発センター（ＫＫＣ）教育訓練部
　　　　　　　

令和 3年 11 月・12 月に開催予定のＫＫＣ主催の講習会は下記のとおりです。
詳細は、随時会員企業様に郵送している開講案内、または、ＫＫＣホームページ
（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

令和 3年 11 月・12 月に開催予定のＫＫＣ主催の講習会は下記のとおりです。
詳細は、随時会員企業様に郵送している開講案内、または、ＫＫＣホームページ
（https://www.bmkkc.or.jp）にてご確認ください。

Ｋ Ｋ Ｃ お 薦 め 講 習 会

●マンション清掃・初任者研修

　マンション共用部清掃の重要性、特徴を踏まえて、日常清掃に携わるうえで必要不可欠な知識と技能を、
確実に身につけていただくことをねらいに実施します。
　大手マンション管理会社で、マンション清掃の初任者から経験のある中堅クラスの方まで、様々な方々
の指導・教育にあたってきた講師が、その経験で得た内容を惜しみなく指導いたします。
＜日 時＞ 12 月 7 日（火）13 時～ 17 時
＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場
＜対 象＞ マンション共用部清掃の基本を学びたい方
※開講案内のお申込書を FAX にてお送りください。

●防除作業従事者研修

　「建築物衛生法」に基づき事業登録を行っている事業者のための集合教育です。厚生労働大臣より登録
を受けたＫＫＣが実施し、修了者には「修了証書」を交付します。
＜日 時＞ 12 月 9 日（木）9時 20 分～ 17 時
＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場
＜対 象＞ 「建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建築物衛生法）」第 12 条の２第１項第７号の
　　　　  登録を受けている事業所及び受けようとする事業所の従事者
※開講案内のお申込書を FAX にてお送りください。

●ポリッシャー基本実技講座

　ポリッシャーを正しく安全に使えるようにすることを目的に開催。ポリッシャーに関する知識・基本操
作を学んだ後、少人数で実技の反復訓練を行います。
＜日 時＞ ① 12 月 8 日（水）13 時～ 17 時
　　　　  ② 12 月 10 日（金）13 時～ 17 時
＜会 場＞ 江戸堀フコク生命ビル講習会場
＜対 象＞ ポリッシャーの基本的な操作方法を正しく習得したい方など
※開講案内のお申込書を FAX にてお送りください。

●外国人技能実習制度における養成講習

　技能実習制度においては、技能実習責任者は 3 年ごとに主務大臣が告示した養成講習機関によって実施
される講習（養成講習）を受講していただく必要があります。
（１） 技能実習責任者講習
　　 12 月 7 日（火）10 時～ 17 時 50 分（貸し会議室プランセカンス）
（２） 技能実習指導員講習
　　 12 月 6 日（月）10 時～ 17 時 20 分（貸し会議室プランセカンス）
　　 （貸し会議室プランセカンス：御堂筋線「西中島南方」駅徒歩 1分）
※ＫＫＣホームページよりお申し込みください。

●令和 3年度　警備員現任教育

　「教育実施証明書」は、受講された時間分で当日交付いたします。ご希望の方はお早めにお申し込みく
ださい。（会場収容率は、全日程 50%で実施します。）
■基本教育（4H）
＜会場＞　全てエル・おおさか　　＜時間＞　全て 9時 25 分～ 14 時 40 分
      　　　  ① 11 月 15 日（月）     ② 12 月 13 日（月）
■業務別教育（6H）
＜会場＞　全てエル・おおさか　　＜時間＞　全て 9時 25 分～ 17 時
      　　　  ① 11 月 16 日（火）     ② 12 月 14 日（火）
※開講案内のお申込書を FAX にてお送りください。

.................................................................................................................
へんしゅうざっかん

編集雑感

電　話：０６－４２５６－５５２０　ＦＡＸ：０６－４２５６－５５２１
E-MAIL：bmkkc@swan.ocn.ne.jp　URL：http://www.bmkkc.or.jp/

～講習会のご案内はホームページで随時お知らせいたします～

KKC ポリッシャー基本実技講座

ビルクリーニング技能検定基礎級（～５日）

ビルクリーニング技能検定随時３級（～８日）

ビルクリーニング技能競技会特別訓練②

ビルクリーニング技能検定基礎級

ビルクリーニング技能検定随時３級

ビルクリーニング技能競技会特別訓練①
青年委員会勉強会（Zoom）

三役会議・理事会

警備防災部会／消防体験教室（大阪市消防局高度専門教育訓練センター）

ＯＢＭ会長杯ゴルフコンペ（天野山カントリークラブ）

公益・契約委員会　　ビルクリーニング部会

設備保全部会（大阪市中央公会堂）

万博推進・ワーキンググループ委員会

環境衛生委員会　　障害者雇用支援スタッフ養成講座①
労務委員会

広報委員会

経営委員会　　障害者雇用支援スタッフ養成講座②

賛助会世話人会／ミニ展示会・講習会

11月・12月11月・12月11月・12月
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